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1. 2027年3月期第1四半期の連結業績（2026年4月1日～2026年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 10,575 12.8 △11 ― 135 ― △76 ―

2026年3月期第1四半期 9,376 △4.6 70 △83.1 △541 ― △439 ―

（注）包括利益 2027年3月期第1四半期　　714百万円 （―％） 2026年3月期第1四半期　　27百万円 （△98.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2027年3月期第1四半期 △2.41 ―

2026年3月期第1四半期 △13.83 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2027年3月期第1四半期 100,449 48,224 39.0

2026年3月期 98,809 47,950 39.5

（参考）自己資本 2027年3月期第1四半期 39,142百万円 2026年3月期 39,021百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 ― 14.00 ― 14.00 28.00

2027年3月期 ―

2027年3月期（予想） 14.00 ― 14.00 28.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,000 3.7 1,400 23.5 780 6.2 100 △76.2 3.14

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料8ページ「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理に関する注記)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年3月期1Q 32,138,881 株 2026年3月期 32,138,881 株

② 期末自己株式数 2027年3月期1Q 335,175 株 2026年3月期 334,951 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年3月期1Q 31,803,810 株 2026年3月期1Q 31,776,611 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により、上記予想数値と異なる場合があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「1．経営成績等の概況（3）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第1四半期連結累計期間（2026年4月1日～2026年6月30日）における経済情勢は、国内においては、設備投資

の堅調さや賃上げを背景とした個人消費の底堅さに支えられ、緩やかな回復基調を維持しました。米国経済は、

個人消費は緩やかに持ち直しの動きが見られ、設備投資の拡大ペースが加速するなど、景気は回復基調に転じま

した。一方、中国経済は、個人消費が低調に推移し、設備投資も減速傾向となるなど、景気は減速しました。さ

らに、中東情勢の緊迫化に伴う原油、ガス、ヘリウム等の天然資源供給不安や、AIデータセンターの需要増加に

伴うメモリ半導体価格の高騰が依然として世界経済の下振れ圧力として作用し、全体として先行き不透明な状況

が続きました。

　このような状況下、通信、車載、民生、産業の全ての分野で増収となり、売上高は10,575百万円（前年同期比

12.8%増）となりました。一方、利益面では、金価格の高騰や固定費の増加を増収で補えず、営業損失は11百万

円（前年同期は営業利益70百万円）となりました。経常利益は為替相場の変動による為替差益176百万円を計上

したことなどにより135百万円（前年同期は経常損失541百万円）となりましたが、法人税等の増加などにより親

会社株主に帰属する四半期純損失は76百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失439百万円）とな

りました。

　セグメントごとの経営成績は、次の通りであります。

① 日本

　日本国内におきましては、産業、通信向けなどの販売が増加し、売上高は2,045百万円と前年同期に比べ168百

万円（9.0%増）の増収となりましたが、材料費の高騰や販管費が増加したことなどにより、セグメント損失（営

業損失）は129百万円と前年同期に比べ177百万円（前年同期はセグメント利益48百万円）の減益となりました。

② 北米

　北米におきましては、車載、通信向けなどの販売が増加し、売上高は683百万円と前年同期に比べ38百万円

（5.9%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は41百万円と前年同期に比べ25百万円（160.8%増）の増

益となりました。

③ 欧州

　欧州におきましては、通信、車載向けなどの販売が増加し、売上高は1,228百万円と前年同期に比べ185百万円

（17.8%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は38百万円と前年同期に比べ11百万円（41.1%増）の増

益となりました。

④ 中国

　中国におきましては、通信、車載向けなどの販売が増加し、売上高は3,434百万円と前年同期に比べ390百万円

（12.8%増）の増収となりましたが、材料費の高騰や販管費及び固定費が増加したことなどにより、セグメント

損失（営業損失）は62百万円と前年同期に比べ91百万円（前年同期はセグメント利益28百万円）の減益となりま

した。

⑤ 台湾

　台湾におきましては、民生、車載向けなどの販売が増加し、売上高は2,430百万円と前年同期に比べ272百万円

（12.6%増）の増収となりましたが、材料費の高騰や販管費および固定費が増加したことなどによりセグメント

損失（営業損失）は30百万円と前年同期に比べ40百万円（前年同期はセグメント利益10百万円）の減益となりま

した。

⑥ アジア

　その他アジアにおきましては、車載、通信向けなどの販売が増加し、売上高は752百万円と前年同期に比べ143

百万円（23.6%増）の増収となり、セグメント損失（営業損失）は11百万円と前年同期に比べ87百万円（前年同

期はセグメント損失99百万円）の改善となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第1四半期連結会計期間末の総資産は、前期末と比較して1,639百万円増加し、100,449百万円となりまし

た。これは主に原材料及び貯蔵品の増加などによるものであります。

　負債合計は、前期末に比べ1,365百万円増加し、52,225百万円となりました。これは主に借入金の増加などに

よるものであります。

　純資産合計は、前期末に比べ273百万円増加し、48,224百万円となりました。主に為替換算調整勘定が増加し

たことによるものであります。

　自己資本比率は、前期末に比べ0.5ポイント減少し、39.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年3月期の通期の業績予想につきましては、2026年5月14日発表の業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2026年6月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,346,653 15,802,857

受取手形、売掛金及び契約資産 10,197,625 10,491,844

商品及び製品 5,623,468 6,056,255

仕掛品 6,994,907 7,313,101

原材料及び貯蔵品 11,980,434 13,166,167

その他 2,301,103 1,656,208

貸倒引当金 △19,047 △19,531

流動資産合計 53,425,145 54,466,903

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,033,498 10,969,396

機械装置及び運搬具（純額） 11,360,456 11,452,795

工具、器具及び備品（純額） 1,342,170 1,320,543

土地 6,069,627 6,092,265

リース資産（純額） 308,545 285,322

建設仮勘定 8,285,234 8,630,330

有形固定資産合計 38,399,532 38,750,653

無形固定資産 803,098 775,394

投資その他の資産

投資有価証券 3,485,597 3,774,407

長期貸付金 775 726

退職給付に係る資産 1,738,028 1,788,585

繰延税金資産 651,468 548,322

その他 333,961 372,078

貸倒引当金 △27,800 △27,800

投資その他の資産合計 6,182,031 6,456,320

固定資産合計 45,384,662 45,982,368

資産合計 98,809,807 100,449,271

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2026年6月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,098,411 4,552,658

短期借入金 15,020,616 16,445,893

１年内返済予定の長期借入金 7,545,372 7,837,386

リース債務 114,667 110,874

未払金 3,622,927 1,981,032

未払法人税等 304,382 155,207

契約負債 475 409

賞与引当金 582,678 382,562

支払補償費引当金 222,603 225,223

その他 1,432,225 2,308,713

流動負債合計 32,944,360 33,999,960

固定負債

長期借入金 14,123,027 14,566,298

リース債務 208,637 190,572

繰延税金負債 2,168,050 2,208,271

退職給付に係る負債 1,126,516 1,084,445

資産除去債務 23,094 23,094

その他 265,838 152,428

固定負債合計 17,915,164 18,225,111

負債合計 50,859,524 52,225,072

純資産の部

株主資本

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 5,807,277 5,810,739

利益剰余金 5,701,457 5,179,664

自己株式 △168,980 △169,181

株主資本合計 30,684,638 30,166,106

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 590,496 756,631

為替換算調整勘定 6,893,719 7,399,029

退職給付に係る調整累計額 852,593 820,804

その他の包括利益累計額合計 8,336,810 8,976,466

非支配株主持分 8,928,834 9,081,626

純資産合計 47,950,283 48,224,199

負債純資産合計 98,809,807 100,449,271
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（単位：千円）

前第1四半期連結累計期間
(自　2025年 4月 1日
　至　2025年 6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2026年 4月 1日

　至　2026年 6月30日)

売上高 9,376,622 10,575,744

売上原価 7,291,526 8,437,932

売上総利益 2,085,096 2,137,811

販売費及び一般管理費 2,014,648 2,149,119

営業利益又は営業損失（△） 70,448 △11,307

営業外収益

受取利息 61,558 42,233

受取配当金 14,953 21,821

為替差益 － 176,836

その他 62,633 52,137

営業外収益合計 139,145 293,029

営業外費用

支払利息 87,408 124,869

持分法による投資損失 － 4,572

為替差損 590,226 －

その他 73,316 16,576

営業外費用合計 750,950 146,018

経常利益又は経常損失（△） △541,357 135,703

特別利益

固定資産売却益 0 993

特別利益合計 0 993

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△541,356 136,697

法人税、住民税及び事業税 129,304 92,006

法人税等調整額 △48,771 70,313

法人税等合計 80,533 162,319

四半期純損失（△） △621,889 △25,622

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△182,427 50,911

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △439,462 △76,533

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第1四半期連結累計期間
(自　2025年 4月 1日
　至　2025年 6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　2026年 4月 1日

　至　2026年 6月30日)

四半期純損失（△） △621,889 △25,622

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,482 166,135

為替換算調整勘定 390,857 606,197

退職給付に係る調整額 262,313 △31,819

その他の包括利益合計 649,688 740,513

四半期包括利益 27,799 714,890

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △96,854 563,122

非支配株主に係る四半期包括利益 124,653 151,768

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　一部の連結子会社の税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。

前第1四半期連結累計期間
（自　2025年 4月 1日

至　2025年 6月30日）

当第1四半期連結累計期間
（自　2026年 4月 1日

至　2026年 6月30日）

減価償却費 1,033,099千円 1,050,263千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおり

であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2日本

北米
（注）3

欧州
（注）3

中国 台湾
アジア
（注）3

計

売上高

外部顧客への

売上高
1,876,582 645,276 1,042,895 3,044,238 2,158,514 609,113 9,376,622 － 9,376,622

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

5,235,448 6,705 568 871,461 1,087,314 1,494,655 8,696,154 △8,696,154 －

計 7,112,031 651,982 1,043,464 3,915,699 3,245,828 2,103,769 18,072,776 △8,696,154 9,376,622

セグメント利益

又は損失（△）
48,453 15,948 27,430 28,509 10,027 △99,011 31,358 39,090 70,448

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第1四半期連結累計期間（自　2025年4月1日　至　2025年6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.　セグメント利益又は損失の調整額39,090千円には、セグメント間取引消去2,334千円、その他の調

整額36,756千円が含まれております。

2.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

3.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ

(3）アジア……インドネシア、シンガポール、タイ
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2日本

北米
（注）3

欧州
（注）3

中国 台湾
アジア
（注）3

計

売上高

外部顧客への

売上高
2,045,505 683,491 1,228,743 3,434,538 2,430,700 752,765 10,575,744 － 10,575,744

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

6,272,449 20,027 706 892,850 1,285,113 1,708,487 10,179,634 △10,179,634 －

計 8,317,954 703,518 1,229,449 4,327,389 3,715,813 2,461,252 20,755,378 △10,179,634 10,575,744

セグメント利益

又は損失（△）
△129,020 41,586 38,716 △62,822 △30,123 △11,480 △153,143 141,836 △11,307

Ⅱ　当第1四半期連結累計期間（自　2026年4月1日　至　2026年6月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.　セグメント利益又は損失の調整額141,836千円には、セグメント間取引消去3,533千円、その他の調

整額138,303千円が含まれております。

2.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

3.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ

(3）アジア……インドネシア、シンガポール、タイ
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年8月7日

株式会社大真空

取締役会　御中

SCS国際有限責任監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 梅田　佳成

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 大迫　義克

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社大真空の2026年4月1日から2027年3月31日ま

での連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2026年4月1日から2026年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2026

年4月1日から2026年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び期中連結財務諸表に係る我が

国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載

の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び期中連結財務諸表に

係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定

める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第4条第1項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成され

ていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実

性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結

論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、

将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び

期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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